
　新年度がスタートして 1 か月余り、新しい環境

にも慣れ、おとなしくしていた子どもたちが、そ

ろそろ本領を発揮し始めるころではないでしょう

か。先生方は、引き継ぎも終わり、子どものこれ

までの情報を基に支援や指導の工夫を考えている

ことと思います。私たちが目指しているのは、全

ての子どもたちが安心して豊かな生活を過ごせる

ように、環境調整も含め適切な支援や指導をする

ことです。そのために、担当者は必要な情報を引

き継ぎ、専門性を持って、支援や指導に取り組む

ことが求められています。

　2011 年 3 月の東日本大震災を機に、さまざま

な場面で「つなぐ」という言葉が聞かれるように

なりました。これは、単に防災対策としてだけで

はなく、日常生活においても人と人とのつながり

の大切さが意識されるようになってきたからでは

ないでしょうか。

　特別支援教育では、大震災が起こる以前からつ

ながることを大切にしてきていると思います。た

とえば、学校内の関係者同士や学校内の関係者と

外部資源がつながること、本人を中心に保護者、

家族、教師、スクールカウンセラー、スクールソー

シャルワーカー、医療・福祉・労働機関担当者、

行政担当者、地域住民などの関係者が本人のニー

ズに応じてつながること、さらには、子どもの成

長に合わせ過去から現在そして未来へと情報をつ

なげることなどです。

　つながることは、役割分担している分担範囲の

みを実行するだけでは、十分ではありません。役

割としての分担範囲を明確に作って、全体的な把

握をしないでいると、隙間が生じて大切なことが

漏れてしまうかもしれません。つながるために大

切なのは、むしろ「のりしろ」の部分です。「の

りしろ」のように重なり合って、一緒に進めてい

く部分がないとうまくつながっていかないと思

います。また、「のりしろ」をうまく活用するた

めにはお互いが専門性を持っていることも必要で

す。

　「のりしろ」の幅を広げるためにも、第 22 回大

会 in 横浜にぜひご参加ください。お待ちしてい

ます。　　　　　　　　（第 22 回大会　事務局長）

「のりしろ」の幅を広げる機会を逃さずに！
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